
～11th コンサートを終えて2012.10.6 つくば惠光寺～ 
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☆ ゆっくりと演奏を聞かせて頂き 楽しい時間でした。                        Hisa 

～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～ 
☆ Fujiを通じて早速コンサートのＣＤいただき御心遣い有難うございます。夜聞かせていただきました。 
みなさんの努力の賜物が素敵音色になっていて、またそれぞれの部が違った味わいがあって、楽しませていただきま

した。有難うございます。また差し入れのお菓子までいただき、ご馳走様でした。            Marit 
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今日はありがとうございました。終わったあと皆さんがとてもよい表情だったのが印象的でした。  
 ぎりぎりまでハラハラしたコンサートでしたね。リハーサルから本番まで本当に芝山さんの心労もいかばかり 

だったかと思います。  
 唐突ですが、今うちにキアゲハのさなぎがいます。毎日まだかな～と子供と眺めています。 今日の2部の本番を聞

きながら、あ～無事羽化した、と思いました。 私は全然知らなかったのですが、さなぎになる前には幼虫は身体の中の

ものを全部出し尽くして身を縮ませて動かなくなってしまうのですね。病気で死んだのかと思ったくらいです。そして、

さなぎになるといったん身体の中は溶けてしまい、そこから新しい身体が作られてようやく羽化できるのだそうです。

リ ハーサルでそれまで少しずつ積み上げてきたものがどこへ着地していいかわからない状態になってしまったように

見えたのが、しっかりと新しい世界とつながって素晴らしい演奏になりましたね。  
  私自身は今回はリュートの曲が何度やってもダメ出しで、リハーサルは弦が全く見えずに、これはダメだ～と思いま

した。暗譜ならぬ「暗弦？」しないと弾けないんだと初めて気が付く始末。何日か練習してようやく頭の中で曲が鳴る

ようになりました。さらにパートナーのMaritが出られなくなるという緊急事態。入っていただいたFujiとは本番で

しか合わせられないという事態でしたが、当日顔合わせをして、なぜか大丈夫かな～と思い、大崩れせずにいけたと思

います。  
  どんなコンサートでも本番は1回。そこにいろんな思いや（曲、人との）出会いがあるなあと改めて思いました。一

演一会。。。 １ｓｔコンサートを聞いて一番きれいだったのが紅葉でしたが、今回もやっぱりこれは秋の締めにふさわし

い曲だなとつくづく思いました。                                   はづき 
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中世のヨーロッパをイメージした舞台、しかもラプンツェルの塔まで表れるという、  

毎回の事ながら感嘆する舞台装飾と、温かい空気を生み出してくれる皆さんと共に 

コンサートを過ごすことができ、感謝しています。ありがとうございました。 

どのコンサートを終えても振り返ってみるとその都度、自分の中に何かしら新しい気づきをもたらせてくれます。 

コンサートとなるとやはり緊張してしまい、思うようにいかない事もありますが、 

今回はこれまでより一番、心の中に静けさがあったように思います。 

ゆったりした呼吸の中で響かせた一音が、すーっと空間を満たし、 

自分の内面深くまで広がるどこまでも透明な静けさの演奏・・・とまでは残念ながら（笑）いきませんでしたが。 

でもいつか、そんな風にコンサートで演奏できたらいいなあ～ 

そして思いました。 

エドムント・プラハトの言葉に『ライアーを練習し演奏するとき・・』とありますが、 

この『練習』というのは、こうした自分の内に静けさがあって初めて 

本当の意味でライアーの練習ができるようになるのではないかと。 

そうであるならば私にとっては嬉しい一歩です。 

ますますライアーに愛情を感じてしまいます。 

次の大きな舞台はクリスマスコンサートでしょうか。 

また皆さんと共にご一緒できるよう願い、楽しみにしています。                  Yasu 
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長い期間を想定された流れの中、その一部分に、参加させていただいたのだなあと、、、 



その間、多くの、目に見えるもの、見えないもの、をたくさんいただきました。ありがとうございました。         

Teikoi 
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つくばライアーの響き11thコンサート、12年目の節目の記念すべきコンサートに 

私もご一緒出来ましたことに心より感謝をいたします。 

今回私は3部のみの出演で、一番最初に奏でる曲が「小さなリュート音楽  Ⅳ 力強く元気に」でした。 

この曲は右手3本奏法の私にとって難曲で、それだけに大きなプレッシャーでもありました。 

家で練習している時には完璧♪ と思って皆さんとの練習に臨むのですが 

いざ合わせてみると、1度も完璧に弾けた記憶がありませんでした。 

（いつも私が足を引っ張ってしまいましたⅣのメンバーの皆さまと 

同じパートのおさちゃんには、お詫びと感謝の気持ちでいっぱいです。） 

暗譜で臨んだ当日も、リハーサルで真っ白になりミスタッチの連続、、 

あ～どうしよう～と焦っておりました。最後の調弦の時にミスした箇所を確認し、 

大丈夫、大丈夫!! と自分に言い聞かせて舞台に上がりました。 

第3部が始まり、リュートの曲ⅠⅡⅢと素晴らしい響き♪♪♪ 

その流れの中、Ⅳ、少し守りの演奏になってしまいましたが、何とか無事に終了。 

その瞬間、私の中で花火がパンパン!! と鳴り響き、もうコンサートが終わってしまったかのよう、、 

お陰で、その後の「イタリアーナ」「シチリアーナ」「ダフネ」「もみじ」は、 

皆さんと一緒に奏でる喜びを感じながら、響きを楽しみながら弾くことができました。 

ありがとうございました。 

第1部のP.M.リーム、M.ライト作品のライアー・アンサンブルも 

第2部の鈴木もえみさんとのグリム童話「ラプンツェル」も、いずれも素晴らしい演奏でした♪ 

そして、momo、裕美さんの舞台設定、裕美さん、もえみさんの司会、 

Hisaのお人形、Yoko、yukoの受付、 

momo、渡辺さん御主人の写真、ビデオ撮影、Keikoの息子さんの駐車場係 

企画、運営、ちらし、プログラム製作などなど芝山さんをはじめ、おひとりおひとりのメンバーの 

お力があったからこそ、この素晴らしいコンサートを迎えられたのだと感じています。 

今回ご参加できませんでしたMarit、Sumiも 

次回のクリスマス・コンサートにはご一緒できることを楽しみにしております。 

皆さま♪ 本当にありがとうございました♪♪♪                             Kayo 
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皆様，11thコンサート，お疲れ様でした。 

今回のコンサートでは４曲+アンコール曲のみの参加ということで，例年に比べると負担は少なく，ゆったりした気

持ちで臨むことができました。とはいえ，挑戦した3人 だけのリュートの曲では，やっぱり超緊張してしまいました。

コンサートで，小編成の一人１パートの曲を演奏することは初めての経験でした。弾けば弾くほどに，始めに考えてい

たよりもずっと難しく，まったく思うように弾けなくて，本当に当日までにちゃんと弾けるようになるのかな・・・と

不安でいっぱいでし た。裕美さんのんのんと合わせる機会も3回？ ぐらいしかなく，ホントに考えが甘かったな，と

感じています。芝山さんを始めとし，Naoやmomoの的確なご助言と，皆様の温かい励ましを支えに，とにかく何度も何

度も繰り返し弾いて，本番に臨みました。気が付いたら，アレッ？ 終わっちゃった？ という感じだったので，どん

な風に聴こえていたのか， とりあえずの満足感とともに息子に感想を聞いたら，「あ，あれね。え～と，う～んと・・・，」

と要領を得ない返答でテンション下がってしまいました が・・・。しかし，その前の1部と2部の感想は，しっかりと

的を得た感想を述べていたので，きちんと聴いていたようです。（笑） 

今回，リュートのⅢの曲は自分にとって最大の課題でしたが，この曲を練習し演奏したことで，ライアーに向かう姿

勢が少しだけ変わったような気がします。それから，コンサート後にフルメンバーのコーラスで「よろこびの歌」をプ

レゼントされ，本当に感無量でした。あ＾～＾私，10月生まれで本当に良かった～，と幸せな気分になりました。皆様，

本当に有難うございました。                                    Keiko 
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秋のライアーコンサート 皆さま お疲れ様でした。 

季節の移り変わりとともに ライアーの音色も秋の響きになったコンサートでした。 

時間をかけて、丁寧に練習してきたⅠ部。 やはり本番が良かった～♪ 

リハでは ライアーの響きがきれいだなぁ～と思ったのですが、本番は 演奏者の呼吸がひとつの音楽になり、５曲が

ひとつの物語を作っているようでした。 

そして Ⅱ部・・・ 私一人で出す最初の音・・・・・え、なに？！(＠_＠;)！あり得ない・・・  

このまま続けるか？ 一音だから弾き直すか？と頭に巡るも、そのまま続行～♪  

演奏者のみなさん 調子狂いましたよね^^; すみませんm(__)m   

Ⅰ部をクリアしてきた皆さんは いつもと同じに演奏～♪♪♪ Ⅰ部からの呼吸がずっと続いているようでした。  

今回は もえみさんの語りとライアーが なかなか馴染めず、直前までみんなで悩みましたね。  

でも 本番は、語りとライアーが気持ちよくコラボしていたと思うのですが、いかがだったでしょう？  

Ⅲ部は弾きだしたら、ササ～ッと流れて終わってしまいました。皆さんと一緒に演奏することで、 

小さなライアーでもこんなに豪華な響きのアンサンブルができることが、とっても楽しかったです。  

呼吸が一つになると、自然 に音楽が流れていきます。 

それが 今までよりもっと感じられる演奏だったと思います。  

同じ呼吸のなかで弾くことの大切さを あらためて しみじみと感じ ました。 

アンコールの『紅葉』は毎年歌っていますが、どんどん美しくなっていきますね。  

私も歌いたい（・・・声がでれば！！）と思いながら伴奏していました。  

もえみさん ありがとうございました。今回はお互い苦労しましたね(^^♪ 『ラプンツェル』 そして これまでの作

品もどこかで再演したいです。 また 宜しくお願いします。 

Ⅱ部の構想から 楽譜作り、練習へ 総監督をしてくださったmomo、練習をずっと聴いて引っ張ってくれた芝山さん、

当日 ラプンツェルの塔を出現させてくれた裕美さん  

いわき＆ひたちの皆さんのお花のプレゼントも ＊ ありがとうございました ＊  

今年はなかなか練習に参加することができず、小編成のアンサンブルでは特にご迷惑をおかけしました。 

コンサートに参加できてよかったです。 一緒に弾けることは とっても嬉しいです～♪♪♪ 

衣装やいろいろの事前準備と 当日 舞台と会場を飾って夢の空間をつくり、 

そして 受け付けをしっかり守ってくださるお手伝い。 皆さん 本当に＊ ありがとうございました ＊    

そして もちろん、聴きにきて頂いたお客さま ＊ ありがとうございました ＊            Nao 
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～11ｔｈコンサートお疲れ様でした♪～ 

 

１ｓｔコンサート以来、一巡りして12年目、10月６日のライアー誕生の日に、再びコンサートを開くことができ、

皆さんが満足できるコンサートだったご様子で、感慨一入でした。お客様約60名の内、ライアーが初めての方は、６～

７名で、ほとんどの方がリピーターということもあって、とても静かに聴き入って下さいました。遠方からお越しの方々

も多く嬉しいことでした。 

 

第1部は、手代木クラスで、momoに、リーム作曲の２曲、そしてマリーライト作曲の３曲をパートチェンジしながら、

丁寧に根気良く進めていただき、『何があっても動じないで、静けさを持って弾くことの練習』を繰り返されました。直

前のパートチェンジにも自然に対応できる皆さんが頼もしい感じでした。 

第２部は、ライアーオリジナルの精神性の高い曲で、アンサンブルで弾くには難しかったと思いますが、momo監督の

元、皆さんがとても前向きで、熱心に練習に参加されました。もえみさんもお忙しい中、何度も練習にご参加くださり、

最後、直前にもかかわらず、私たちの希望に添うように考えていただき、本番ではとても調和のとれたコラボレーショ

ンとなりました。皆さんが「さすが、プロですね～！」と感心されていました。 

第３部の小さなリュートの為の曲は、以前、リーダー会メンバーで演奏したことがあり、とてもきれいな曲なので、

皆さんとも是非、奏でたいと常々考えておりましたが、やっと実現できました。思い切って小編成にして、星座ごと、

地水火風のエレメントのグループに分かれましたが、弾くメンバーや楽器、また練習の過程では、季節によっても音色

やテンポもちがってくることを実感しました。 

 



それぞれの曲に取り組んでいく中で、皆さんの中で各々課題を見つけられたのではと思いますが、それを見事にクリ

アし、本番が一番の演奏にもってこられたのは、日々の練習の積み重ねの成果ですね。今回、本当によく聴き合って呼

吸で演奏できたと思います。山が険しく高いほど、苦しいけれども、登頂に成功した時には、見晴らしもよく、達成感

があるように、晴れ晴れとした気分に浸れたのでは？ 

 

イタリアーナとシチリアーナは２ndコンサートの時、小編成で演奏したことがありますが、今回参加者16名全員で、

各パート共、層が厚く充実した響きの中、息の合った演奏ができて、本当に感激でした。この曲は今後も良いレパート

リーになりますね。アンコール曲２曲は、リラックスして演奏でき歌声もこれまでで一番きれいでした。 

 

今回も Hisa が、素敵なお人形テーブルで、コンサートに彩りを添えて下さり、会場には優しい雰囲気が流れていま

した。また、ひたちライアーの奏、いわきライアーリングの皆さまからのお花に彩られた舞台には根本裕美さん、momo

を中心にメンバーの皆さんによりラプンツェルの塔がイメージされた装飾が施されて見事でした。手作りのコサージュ

も白い衣装に映えて素敵でした。 

 

Yoko、Yuko、Doji、3部のみご出演の皆さんに色々お手伝い頂き、とても助かりました。そしてAyaや Yokou も聴き

にきて下さって、またMistuはじめ沢山のご寄付、お菓子もありがとうございました。momo、渡辺さんのご主人様には、

当日のお写真やビデオを撮影していただき良い記念となり、keiko の息子さんとお友達には駐車場係をしていただき、

感謝しています。おさちゃんには、沢山の衣装やケープを、またmomoには、チラシ～プログラム等、直前まで沢山のお

仕事、大変お疲れ様でした。 

 

ご協力いただいた多くの皆さま、聴きにきてくださった皆様、本当にありがとうございました☆     芝山恭子 
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入口のお人形：Hisa       

応援：Yokou、Aya 

ご寄付：Mitsu  

受付：Yoko、Yuko、Doji、Fusa、Mifu、Keiko、Kayo    

司会 ：根本裕美さん、鈴木もえみさん             

パンフレット・プログラム・ポストカード・譜面台カバー制作：momo  

写真撮影：茂蔵さん  

ビデオ撮影：渡辺洋徳さん 

駐車場係：Hirotoshi  

録音＆照明係：Mifu、Fusa 

衣装縫製：おさちゃん  

会場設営＆舞台装飾＆制作＆演出：根本裕美さん、momo、メンバーの皆さん 
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